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春の火災予防運動春の火災予防運動
期 間：令和6年3月1日（金）～ 3月7日（木）

出初式・分列行進出初式・分列行進

連合会視察研修（群馬県川場村）連合会視察研修（群馬県川場村） 梯子車搭乗梯子車搭乗



　真岡市女性防火クラブ連合会　 会長  大 瀧 陽 子

●火災件数は49件

●出火原因別火災状況

　令和５年中に真岡市内で発生
した火災件数は４９件で、前年
に比べ１５件増加し、種別では、
建物火災が２８件で前年に比べ
１１件増加しました。

　出火原因別にみると、｢その
他｣を除き、「火入れ」、「放火」
及び「放火の疑い」が多くみ
られました。

※｢火入れ｣は、草の焼却を例
にすると、刈ったままの状態
で火を着けた場合です。
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　日頃から女性防火クラブの活動に対し、ご理解、ご協力をいただき誠に
ありがとうございます。
　真岡市女性防火クラブ連合会は、「我が家・我が地域から火災を出さな
い」という思想のもとに、８６単位クラブで１２，８２０人のクラブ員が
各地区（区単位、町会単位）において火災予防等の活動を行っております。
　今年度においては、総会の開催、消火訓練の実施、防災避難訓練へ参加
をしたほか、４年ぶりに連合会視察研修を開催、また、１月には消防団出
初式並びに通常点検において各単位クラブ員が分列行進に参加しました。
　空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎えますので、くれぐれも火の
取り扱いには注意し、火災の発生を防止しましょう。

◎ 令和５年中の真岡市内火災状況（集計：令和５年1月～12月）
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令 和 ６ 年
春季全国火災予防運動のお知らせ

令 和 ６ 年
春季全国火災予防運動のお知らせ
期間は、令和6年３月１日（金）から３月７日（木）までです。

｢市役所、消防署の方から来た｣ ｢法律で設置しないと、

罰則がある｣などと言って、不当な価格で販売する業者が

います。市職員・消防職員は訪問販売しません。 

即決・契約しないで、その場で断りましょう。

【4つの習慣】
1  寝たばこは絶対にしない、させない。
2  ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
3  こんろを使うときは、火のそばを離れない。
4  コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

【6つの対策】
1  火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
2  火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
3  火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品
　 を使用する。
4  火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
5  お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
6  防火防炎訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

・・・・
・・

住宅防火 いのちを守る 10のポイント
ー4つの習慣・6つの対策ー

　空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎えます。
　住宅火災による死傷者をなくすため住宅用火災警報器を設置し、火の取り
扱いには十分注意しましょう。
　また、消火器・住宅用火災警報器の悪質な訪問販売業者や点検業者に
十分ご注意ください。
　なお、消火器の適正な更新もよろしくお願いします。



◎ 新規クラブ随時加入受付中！

編集・発行
真岡市女性防火クラブ連合会事務局　　電　話　8 3 - 8 3 9 6

（真岡市市民生活部くらし安全課内）　　F A X　8 3 - 8 3 9 2

　女性防火クラブは、区・町会単位で組織されており、現在８６クラブ（真岡地区１７、
山前地区２６、大内地区１６、中村地区２４、二宮地区３）ですが、市内全１３３区に単
位防火クラブの設立を目標に、随時新規クラブの加入受付をしています。
　ぜひ、この機会に「自分たちの地域は自分たちで守る」をモットーに、女性の視点を活
かし、災害のないまちづくりに参加しませんか。

《例年の主な事業》 ※令和６年度事業予定

時 期

４月

８月

11月

総会

もおか木綿おどりに参加

防災訓練に参加

会　議

広報活動、講習会の実施

備蓄食料の配布

幹事会（役員会）、単位会長会議

防火パンフレットの配布等

事　　　業　　　名 備　　　　　考

日帰り（市有バス利用）※単位クラブ
研修あり視察研修

随 時

※加入受付等詳細は下記事務局までお問い合わせください。

消火訓練11月 講師：消防本部・消防職員
内容：初期消火訓練、煙中体験　等

消防団出初式並びに通常点検１月

【 表 彰 】【 表 彰 】
　令和５年７月18日に大瀧会長が
令和５年度安全功労者総務大臣表
彰を受賞しました。家庭や地域で
の防火思想の普及・啓発活動など、
女性防火クラブでの活動において、
多大な功績が評価されました。


